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背景（データ共有をうまく実施したい）

•３次元データを利活用するには情報の

一元管理と情報共有が重要！！

• データはたくさん集めているが、

（担当していない業務だと）把握できてない情報が多い

• 関係者間で効率よく情報共有できていない

• 他現場、竣工した現場の情報を検索、振り返ることが

できていない

しかし！



解決手段にCIM-LINK
CIM-LINK※を用いて課題解決しました

※CIM-LINKは伊藤忠テクノソリューションズ㈱の提供するシステムである
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CIM-LINK（関係者間でのやり取り）
・クラウドサーバ上に各種ファイルを保存。

現場と本支店、協力会社も含めてデータをやり取り



CIM-LINK（掲示板機能利用）

・掲示板機能を利用した施工プロセスの確認

メッセージ一覧

掲示板形式で表示

「いつ、だれが、何のために」
入手したデータか時系列で把握できる



CIM-LINK （GIS機能利用）
・GIS機能と連動したデータの確認

他現場の事例や竣工したデータを見ることができる

地図上に表示された各現場情報 データの位置とその内容を表示



CIM-LINK（ブラウザで3D）
・Webブラウザでの3次元モデル閲覧と画面共有

ブラウザ上での3次元モデル表示

画面を共有して打合せ



事例（画面共有して打合せ）

・トンネルモデルを画面共有しながら打合せ



ご清聴ありがとうございました

（今後も当社は積極的に３次元データを利活用し
施工のカイゼンを図ります）



お問い合わせ先

株式会社大林組

土木本部本部長室情報技術推進課 担当：山中 哲志

TEL：03-5769-1253 E-Mail：yamanaka.satoshi@obayashi.co.jp

http://www.obayashi.co.jp

事例に関するURL

http://www.obayashi.co.jp/service_and_technology/related/tech_d104
CIM（Civil Information Modeling/Management）


